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国
家
公
務
員
給
与
臨
時
特
例
法
の
他
の
公
的
部
門
へ
の
波
及
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
般
、
成
立
し
た
国
家
公
務
員
給
与
臨
時
特
例
法
の
他
の
公
的
部
門
へ
の
波
及
に
関
し
、
以
下
四
項
目
に
わ
た
り
質
問
す

る
。

一

独
立
行
政
法
人
等
政
府
関
係
機
関
へ
の
波
及
に
つ
い
て
、
内
閣
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

二

地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
給
与
臨
時
特
例
法
附
則
で
今
回
の
措
置
を
踏
ま
え
、
地
方
の
実
績
に
も
照
ら
し
、
個
々
の
自

治
体
が
自
主
的
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
た
が
、
総
務
省
は
地
方
自
治
体
に
ど
の
よ
う
な
発
信
を
し
た
の
か

伺
う
。

三

今
回
の
給
与
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
憲
法
及
び
給
与
法
と
の
関
係
が
訴
訟
等
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
念

の
た
め
、
本
措
置
の
現
行
法
制
上
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
内
閣
法
制
局
の
見
解
を
伺
う
。

四

憲
法
及
び
給
与
法
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
の
国
家
公
務
員
の
給
与
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
内
閣

の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。


